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 当日は、多くの小学生とその保護者が参加されました。西村先生は英語で挨拶され、日本語の説明

もしながら双方向的に進めました。参加した小学生は最初から沢山の英語を聞いて少し驚いた様子で

したが、人体模型にも触れながら、解剖生理とその英語表現について学ぶことができました。 

 後半はカラダの名称に関する名詞と形容詞では語源が異なることについて、ラテン語やギリシャ語

などの語源について講義していただきました。後半には、保護者の方から質問がでて、大変有意義な

会でした。 

  

令和７年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【カラダの名前英語で言える？】 
日 時:令和 7年 7月 31 日（木）13：30～15：00 

受講者数:20 名 

会 場：明石看護キャンパス 多目的ホール 

講 師: 看護学部 外国語 教授 西村 周浩 先生 

カラダに使われている名前、例えば、「手」は、英語で「hand」(ハンド)です。しかし、形容詞になる

と「manual」(マニュアル)というように、別の用語になります。これはそれぞれの語源が異なるからで

す。このように、カラダの名前の語源にも触れながら、様々な単語を学習しました。 


